




 

 PMD 患者では、登はん性起立、坐位からの起立、腰かけからの起立が順次困

難更には不能となる。 

 腰かけ便器からの起立が不能となる時期から、普通より坐の高い腰かけから

であれば、支持物につかまってでも介助なしで(以下自力という)起立ができる

時期までの間、自力で排泄することができれば、患者にとって幸せであると考

えられる。 

 そこで、患者が腰かける便坐の高さを、患者自身の操作によって自由にセッ

トできる装置を試作した。以下図 1.、写真 1及び 2を参照されたい。 


